
 

                                                                    

           

   

令和 5 年 7 月 10 日 

                                

―令和 5 年度 夏期研修会 ― 
「授業に生かす衣生活研修会」8 月 10 日（木）会場：新宿区立西戸山中学校 

「授業に生かす食生活研修会」8 月 18 日（金）会場：お茶の水女子大学附属中学校 

 夏期研修会の詳細の決定が遅くなりましたが、6 月 12 日から申し込みを開始しておりま

す。別紙案内チラシの通りです。衣生活も食生活も、“ミシンの基礎”“調理実習の基本”と

基本に立ち返っての研修となっております。当たり前に指導している内容を今一度振り返っ

てみませんか？ 

30 人までと人数が限られておりますので、どうぞお早めにお申し込みください。 

なお、申し込みの完了は、「Google フォームの入力」と「参加費のお振り込み」両方が終

了した時点となります。 

 

―令和 5 年度 研究大会― 
＊第 7３回研究大会 ８月８日(火)・９日(水) ハイフレックス型での開催 

◎会場参加・オンライン（Zoom）参加のどちらかを選んでの参加です！ 

既に多くの先生方にお申し込みをいただいております。研修会同様、申し込みの完了は、

「Google フォームの入力」と「参加費のお振り込み」両方が終了した時点です。「参加費の

お振り込み」をされているのに「Google フォームのご入力」のない方がいらっしゃいます。

会場の広さの関係で、会場参加は 50 名までとしておりますので、両方をお忘れなく行って

ください。今年の校種別研修会は、小・中学校分科会では、「授業づくりと評価」、高等学校

分科会でも「学習評価」という内容です。評価にお困りの先生方、夏休みの研修として、評

価について学んでみませんか？なお、今年も、ご参加の先生方に「修了証」を発行します。 

また、今年は秋田喜代美先生のご講演があります。秋田先生のご紹介はするまでもないか

もしれませんが、「東京大学オンライン」に「秋田喜代美教授退職記念インタビュー」によ

ると“子供の学習メカニズムを研究”とあります。授業をする上で子どもがどのように学ん

でいくのかを理解しておくことはとても大切なことと思います。また、この記事によると保

育のフィールドワークにも研究を広げて深められたとあります。ぜひぜひ、秋田先生のご講

演をお聴きください。1 号にも同封いたしましたが、再度案内チラシを同封いたします。お

知り合いの方へのご紹介などにお使いください。 

 

―機関誌「家庭科」授業実践事例の自推投稿はじめます― 
 これまで、機関誌「家庭科」の授業実践事例は、全国の指導主事の先生方や役員・常任理

事の推薦により執筆者を決めておりました。この度、自推投稿希望者がありましたので検討

の結果、別紙規約に則って、授業実践例を募集いたします。 

全国の先生方へご自身の授業実践を紹介してみませんか？ご投稿をお待ちしております。 

 

―メールマガジンの登録をお願いします！― 
ZKK 事務局から、研究大会・研修会の情報の他、賛助会員様からの有益な

情報を配信します。右の QR コードからご自身のメールアドレスをご登録く

ださい。なお、登録後の変更・退会等は事務局までご連絡ください。 

 



 

 

―機関誌 2 号「多様性―アンコンシャス・バイアスを意識するー」編集後記― 
 アンコンシャス・バイアスという言葉を様々なところで耳にするようになりました。正確

な知識をアンコンシャスバイアス研究所の守屋先生にご執筆いただきました。自分は何とア

ンコンシャス・バイアスにまみれているのだろうと思いましたが、「気がついてアップデート

していくことが大切！！」と思いました。他に法学と情報科学を専門とされてるお二人から

もジェンダーバイアスについて述べていただきました。また、春期研修会の概要を堀内かお

る先生にご執筆いただいております。機関誌「家庭科」をお読みいただき、授業づくりの参考

にしていただければ幸いです。 

＊シリーズ～全国家庭科教育協会の歴史（3）創立当時の運営 

②計量スプーン・カップの販売－略称ＺＫＫの決定－ 

 計量カップ・スプーンについては、現在の女子栄養大学設立者香川綾氏が考案したとされ

ていますが、学校教育を通して広めたのは本協会であったことがわかりました。 

機関誌「家庭科」Ｎo.8～9（1951 年 8 月発行）の 14 ページに下図の「計量スプーン及び計

量カップ販売のお知らせ」が掲載されています。全国家庭科教育協会と日本家政学会と生活

改善普及会（筆者：農林省）が企画推奨とあります。その後、機関誌Ｎo.10～11（1951 年

10 月発行）にも同様の広告が掲載されています。機関誌Ｎo.12～13（1952 年 1 月発行）に

は、その広告の最後に“マーク「Ｚ・Ｋ・Ｋ」にご注意”とありました。本協会が現在発行

している「歩み」によると昭和 26（1951）年 7 月に「調理用標準計量カップ・スプーンを制

定、全国に配布 協会の略称をＺＫＫとする」とあります。これが真実なら下図の機関誌に

はＺＫＫと記されていても良いのですが、そうではないことから、正確には、1951 年の 10

月以降に略称Ｚ

ＫＫは決まった

と考えられま

す。そして、Ｚ

ＫＫというマー

クを商標登録し

た証明書が事務

局内から発見さ

れました。当時

の副会長であっ

た遠藤テイ氏の

名前で、昭和 27

（1952）年 2 月

に申請、5 月に登

録が決定してい

ます。商標登録をしないと模造品が販売され

て困っていたことが予想されます。なお、Ｚ

ＫＫという略称の前に、「全・家・協」と略

している記事がありました（機関誌Ｎo.10～

11、ｐ16）。全国のＺ、家庭科のＫ、協会の

Ｋとなります。なお、名称の英語表記は、令

和元（2019）年に「Japan Association of 

Home Economics Teachers」と決まりまし

た。次号では、計量カップなどを全国に配布

できるほどの資金をどのように集めたかを紹

介する予定です。 

 

機関誌「家庭科」Ｎo.8～9 


